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研究成果の概要（和文）：1. タバコとシロイヌナズナの細胞質分裂に必要なNACK-PQR経路の活性化因子の候補として
脱リン酸化酵素を見いだし、それぞれNA2CとAtNA2C1と命名した。AtNA2C1 が幹細胞の非対称分裂に関わっている可能
性が得られた。2. シロイヌナズナのGIG1-APC経路による細胞運命決定の仕組みを解明するため、gig1変異体に新たな
変異を導入し、細胞運命に影響を与える11遺伝子を同定した。GIG1とUVI4はともに孔辺細胞の分化に関与している可能
性が浮上した。3. MAP65変異体の分化異常が再現できなかったので、gig1とmap65の多重変異体の作成を先送りした。

 

研究成果の概要（英文）：1. We have identified NA2C and AtNA2C genes for protein phosphatases in tobacco an
d arabidopsis, respectively, which may be involved in activation of the NACK-PQR pathways that are require
d for cytokinesis. Results of our recent studies have suggested that AtNA2C is related to asymmetric cell 
division of meristematic cells. 2. For understanding of a role of the GIG-APC pathway of arabidopsis in ce
ll fate determination, we have sought for new mutants that might modify gig1 phenotypes. We have identifie
d 11 novel mutations. Results of our investigations suggest that GIG1 and UVI4, a homolg of GIG1, both are
 involved in development of stomata. 3. Since we failed to reproduce the involvement of members of the MAP
65 gene family in asymmetric cell division in arabidopsis roots, we postponed experiments with double muta
nts of genes in the two pathways described above.
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1. 研究開始当初の背景 

 町田は、植物が保有する特定のMAPキナ

ーゼ・カスケードが、その細胞質分裂を正に

制御していること、このカスケードは 

NACK1 キネシンとMAPKKKとの結合によ

り活性化されることを示してきた（この経路

全体を NACK-PQR経路と呼ぶ）。伊藤は、

NACK1遺伝子の転写がサイクリン Bと CDK

（サイクリン依存性キナーゼ）により正に制

御されること、この制御に植物固有のMyb 

タンパク質が関わっていることを解明して

きた。その後の研究の中で、町田は nack1変

異体では非対称分裂が阻害され細胞分化が

異常になっていること、伊藤は最近分離した

M期進行に異常を示す gig1変異体で非対称

分裂が阻害されていることを見いだした。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、 (1) NACK1による MAP 

キナーゼ・カスケードの活性化機構、(2) M 期

進行における GIG1 経路の機能、(3)二つの経

路の関連性、(4) これらの経路による非対称

分裂の制御の仕組みを解明することである。 

 

３．研究の方法 

 シロイヌナズナを用いる分子遺伝学によ

り、個体や細胞レベルの役割を研究した。ま

た、遺伝学的に関連している遺伝子を同定し、

作用ネットワークを調べた。タバコ培養細胞 

BY-2 を用いる生化学的、免疫生化学的方法

により分子間の作用を解明した。蛍光タンパ

ク質や標的タンパク質特異的抗体を用いる

細胞生物学的手法で研究した。 

 

４．研究成果 

(1) 細胞質分裂を制御している NACK-PQR

経路の活性化の仕組と非対称分裂への関与

の研究 

 タバコとシロイヌナズナの NACK-PQR経

路（NACK1により活性化されるMAPキナー

ゼカスケード）の活性化因子の候補として脱

リン酸化酵素を見いだし、それぞれ NA2Cと

AtNA2C1／AtNA2C2と命名した。また、シ

ロイヌナズナは 9つのMAP65遺伝子を持っ

ているが、細胞質分裂にとっては 1, 2, 3が重

要であること（Sasabe et al. 2011）、分裂と分

化の両方に関与している可能性を示した。最

近、AtNA2C1 が幹細胞の非対称分裂に関わ

っている可能性が得られた。 

(2) GIG1-APC経路の非対称分裂における細

胞運命決定機構の研究 

 GIG1による細胞運命決定の仕組みについ

て明らかにするため、gig1変異体に新たな変

異を誘発し、細胞運命に大きな影響を与えて

いる 11因子を同定することに成功した。ま

た、gig1変異体を利用し、細胞運命に影響す

る 7個の cDNAの単離に成功した。シロイヌ

ナズナにはGIG1によく似た遺伝子UVI4が存

在している。UVI4を変異させると gig1変異

体の細胞運命の異常が抑圧され、正常な表皮

のペイブメントセルが生じることがわかっ

た。このことから、GIG1と UVI4はともに孔

辺細胞への分化にポジティブに作用してお

り、APCの基質に細胞運命決定に重要なタン

パク質が存在する可能性を示した。 

(3) 二つの経路の相互関係の研究 

 標記の相互関係を遺伝学的に研究する計

画だったが、MAP65のメンバー遺伝子の二重

変異体での分化異常が確認できなかったこ

とから、GIGとの多重変異体の作成を先送り

し、MAP65の実験結果の再現性を検討した。 
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